
Life Science

生体試料を近赤外線で3Dイメージング

光干渉式断層撮像システム

機能・特長

● 既存の顕微鏡を補完する、
   三次元解析のためのイメージングシステム
● 顕微鏡観察に、三次元情報という新たなパラメータを付加
● 近赤外線を利用したOCT
  （Optical Coherence Tomography：光干渉断層像）技術で、
   生体にダメージレスでイメージング
● 既存の実験系で、すばやく手軽に観察でき、
   研究者の負担低減やコスト削減に貢献

生きたまま リアルに
“

”
“

”

非侵襲
● 前処理不要で、明視野観察のように生きたまま試料を観察。
● OCT技術により、試料内部の空洞や間隙など、外からは分からない内部構造
の非破壊的観察が可能。

迅速観察
● 最速で300μm 四方の三次元画像をおよそ1分で取得。
● 生細胞、組織、生物個体のセット後ただちに観察可能。

簡単操作
● PC画面上の簡単操作で3D観察。
● 特別なトレーニングや熟練した技術がなくても、システムが自動で三次元画像
を構築。

ウェルプレート・ディッシュ対応
● 一般的なマイクロウェルプレートや培養ディッシュでの観察に最適化。
● 専用の容器や試薬を用いることなく、研究者の既存のワークフローにスムーズ
に導入が可能。
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仕様・アプリケーション

データ
解析パラメータ

解像度 高解像度モード：3μm ／ 低解像度モード：10μm

高解像度モード：1×1mm ／ 低解像度モード：10×10mm （Wide FOV）

高解像度モード ／ 低解像度モード：1,000μm （サンプルによる）

マイクロウェルプレート、培養ディッシュ、など

メインユニット（W420×D530×H500mm） 
サブユニット（Ｗ406×D230×H190mm）
PC（W170×D450×H435mm） 
モニター、マウス、キーボード、ジョイステックが附属

断面観察　0.5秒～
3D観察　高解像度モード 0.3×0.3×0.3mm ／    3μm：1分
　　　　　低解像度モード 5.0×5.0×1.0mm ／  10μm：9分

最大観察領域
最大観察深度

観察時間
（条件による）

対応消耗品

寸法

ユーザー指定位置の断層画像／ユーザー指定ビューポイントからの三次
元イメージの取得／断面画像の動画出力／三次元イメージのアニメー
ション出力／各種定量値：2点間距離、二次元面積、体積、真球度、
面粗度、内部空洞体積、など

顕微鏡

〈明視野観察〉 〈断面観察〉 〈3D観察〉

スフェロイド（細胞が凝集して密着した擬似生体試料）
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